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指摘事項に対する回答方針

No. 指摘事項
指摘
時期

回答方針 ページ

1

断層モデルを用いた手法による地震動評価ケースの
選定において，Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペ
クトルとなる地震動については，施設への影響が大き
いことを否定できていないため，一部のケースを基準
地震動として選定しないとする考えを再考すること。

令和5年
2月24日
第1117回
審査会合

断層モデルを用いた手法による地震動において，基準
地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとな
る地震動のうち，代表ケースとして選定していなかった
ケースについては，施設に与える影響が大きい地震動と
して，代表ケースに選定し，基準地震動として設定す
る。

20～74
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１．検討概要
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■審査会合の経緯と指摘事項対応方針

１．検討概要（１／９）

第1084回審査会合（2022年10月21日）における説明
◼ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを上回るように基準地震動Ｓｓ１として設定する
◼ 断層モデルを用いた手法による基準地震動は，施設に与える影響を考慮し，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，いずれかの方向，周期で基準地震動
Ｓｓ１を上回る部分が最も大きいケースを基準地震動の候補として選定する

◼ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動も同様に，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，いずれかの方向，周期で基準地震動Ｓｓ１を上回る
部分が最も大きいケースを基準地震動の候補として選定する

◼ 選定した基準地震動の候補を比較検討し，施設に与える影響が大きいと考えられるケースを基準地震動として設定する

第1084回審査会合（2022年10月21日）における指摘事項
◼ 断層モデルを用いた手法による基準地震動の策定において，基準地震動Ｓｓ１を一部周期帯で上回る39ケースの地震動については，検討用地震ごとに
基準地震動Ｓｓ１との応答スペクトルの関係を整理したうえで，それぞれの検討用地震の地震動評価ケースから代表を選定できることについて，選定理由
とともに科学的・技術的な説明を行うこと

第1117回審査会合（2023年2月24日）における説明
第1084回審査会合における指摘事項を踏まえ，断層モデルを用いた手法による基準地震動の評価方針を以下の通り変更
◼ 基準地震動の設定にあたっては，施設に与える影響を考慮して応答スペクトルに基づく手法による基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから検討用地震の地震
動の諸特性を踏まえたうえで，検討用地震ごとの代表ケースを基準地震動として設定する

◼ 検討用地震ごとの代表ケースの選定にあたっては，基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯に着目して選定する

第1117回審査会合（2023年2月24日）における指摘事項
◼ 断層モデルを用いた手法による地震動評価ケースの選定において，Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなる地震動については，施設への影響が
大きいことを否定できていないため，一部のケースを基準地震動として選定しないとする考えを再考すること

指摘事項対応方針
◼ 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定にあたっては，検討用地震ごとに地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大
の応答スペクトルとなるケース全てを含む）を代表ケースとして選定し，基準地震動に設定する

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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１．検討概要（２／９）

■基準地震動策定の基本的な考え方

【泊発電所の基準地震動策定にあたっての基本的な考え方】
➢応答スペクトルに基づく手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを上回るように基準地震動Ｓｓ１として設定する。

➢断層モデルを用いた手法による基準地震動および震源を特定せず策定する地震動による基準地震動は，施設に与える影響を考慮して，基準地震動Ｓｓ１
を上回るものを個別波として考慮することを基本とする。

➢断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定にあたっては，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから検討用地震の地震動の諸特性（応答スペクトルの傾
向，時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間）を踏まえたうえで，検討用地震ごとの代表ケースを基準地震動として設定する。

「実用発電所原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則の解釈」
➢基準地震動は，「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」及び「震源を特定せず策定する地震動」について，解放基盤表面における水平方向及び鉛
直方向の地震動としてそれぞれ策定すること。

「基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド」
➢応答スペクトルに基づく手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを下回らないように作成する必要があり，その際の振幅包絡線
は，地震動の継続時間に留意して設定されていることを確認する。

➢断層モデルを用いた手法による基準地震動は，施設に与える影響の観点から地震動の諸特性（周波数特性，継続時間，位相特性等）を考慮して，別途評
価した応答スペクトルとの関係を踏まえつつ複数の地震動評価結果から策定されていることを確認する。なお，応答スペクトルに基づく基準地震動が全周期
帯にわたって断層モデルを用いた基準地震動を有意に上回る場合には，応答スペクトルに基づく基準地震動で代表させることができる。

➢震源を特定せず策定する地震動による基準地震動は，設定された応答スペクトル（地震動レベル）に対して，地震動の継続時間及び振幅包絡線の経時的
変化等の特性が適切に考慮されていることを確認する。また，設定された応答スペクトルに基づいて模擬地震動を作成する場合には，複数の方法（例えば，
正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法，実観測記録の位相を用いる方法等）により検討が行われていることを確認する。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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２．４ 基準地震動の策定
➢応答スペクトルに基づく手法による基準地震動
・基準地震動Ｓｓ１

➢断層モデルを用いた手法による基準地震動
・基準地震動Ｓｓ２-１ 尻別川断層（断層の傾斜角，破壊開始点４） ・基準地震動Ｓｓ２-１０ 積丹半島北西沖の断層走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
・基準地震動Ｓｓ２-２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点１） ・基準地震動Ｓｓ２-１１ 積丹半島北西沖の断層走向２０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
・基準地震動Ｓｓ２-３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点４） ・基準地震動Ｓｓ２-１２ 積丹半島北西沖の断層走向２０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
・基準地震動Ｓｓ２-４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点１） ・基準地震動Ｓｓ２-１３ 積丹半島北西沖の断層走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１）
・基準地震動Ｓｓ２-５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点５） ・基準地震動Ｓｓ２-１４ 積丹半島北西沖の断層走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２）
・基準地震動Ｓｓ２-６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点６） ・基準地震動Ｓｓ２-１５ 積丹半島北西沖の断層走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）
・基準地震動Ｓｓ２-７ 積丹半島北西沖の断層走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１） ・基準地震動Ｓｓ２-１６ 積丹半島北西沖の断層走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
・基準地震動Ｓｓ２-８ 積丹半島北西沖の断層走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２） ・基準地震動Ｓｓ２-１７ 積丹半島北西沖の断層走向４０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
・基準地震動Ｓｓ２-９ 積丹半島北西沖の断層走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）

➢震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
・基準地震動Ｓｓ３-１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） ・基準地震動Ｓｓ３-４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
・基準地震動Ｓｓ３-２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） ・基準地震動Ｓｓ３-５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
・基準地震動Ｓｓ３-３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）※

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動※

➢断層モデルを用いた手法による地震動評価結果において，施設に与え
る影響を考慮し，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，検討用地震の地
震動の諸特性を踏まえたうえで，検討用地震ごとの代表ケースを選定し，
断層モデルを用いた手法による基準地震動として１７ケースを基準地震
動Ｓｓ２-１～Ｓｓ２-１７として設定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
➢震源を特定せず策定する地震動において，施設に与える影響を考慮し，
基準地震動Ｓｓ１を上回る全てのケースを基準地震動Ｓｓ３-１～Ｓｓ３-５
として設定

１．検討概要（３／９）

■基準地震動の設定フロー

２．１ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動
➢検討用地震について評価した応答スペクトルに基づく地震動評価結果を上回る
ように基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを設定

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

※次頁以降に詳細を示す

※水平方向の地震動のみ設定していることから，施設評価において用いる一関東評価用地震動（鉛直方向）を水平方向の応答スペクトルに基づき設定
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■断層モデルを用いた手法による基準地震動（選定方法の整理）

１．検討概要（４／９）

選定方法の整理
① 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果（断層モデル評価結果）（104ケース）のうち，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース

が39ケースある。

② 基準地震動Ｓｓ１を上回るケースについて，地震動の諸特性（応答スペクトルの傾向，時刻歴波形の傾向，主要動の継続時間）
を確認した結果，検討用地震ごとにそれぞれ特徴があるとともに，検討用地震の中で同様の傾向にあり，特異な傾向がないこと
を確認した。

③ 検討用地震ごとに基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯があることを確認した。

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（選定方法の整理）

Ｐ２１

Ｐ２２～Ｐ２９

Ｐ３０

【断層モデルを用いた手法による基準地震動の選定方法】
➢断層モデルを用いた手法による基準地震動は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースを対象に代表ケースを選定する。
➢基準地震動の設定にあたっては，検討用地震ごとに基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯（着目する周期帯）にお
いて，地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース全てを含む）を代表ケースとして選定し，
基準地震動に設定する。

➢検討用地震ごとの代表ケースは，後段に示すフローに基づき選定する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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１．検討概要（５／９）

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケース選定フロー）

【代表ケースの選定】
○前頁における選定方法の整理結果より，断層モデルを用いた手法による基準地震動は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから検討用地震ごとに代
表ケースを選定し，それらを基準地震動として設定する。

○代表ケースの選定にあたっては，応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様となるケースの中から，着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対し
て地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動レベルが大きいケースを選定する。

○なお，代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定され
ていることを確認する。

【断層モデルを用いた手法による基準地震動の選定】
➢断層モデルを用いた手法による基準地震動は，着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動
レベルが大きいケースを代表ケースとして選定することから，施設に与える影響が大きいケースが選定される。

➢また，選定した代表ケースを代表ケースとして選定しないケースと比較し，代表ケースの地震動レベルが着目する周期帯の３方向で大きくなって
いることを確認することで，水平方向および鉛直方向の同時入力評価が必要となる施設に対して，影響が大きいケースが基準地震動として漏れ
なく選定される。

Yes

分類したケースの中で
着目する周期帯の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No 代表ケースとして
選定しない

ＳＴＥＰ２

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動レベ
ルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース全てを含む）
が施設に与える影響が大きいと判断し，それらを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方向の地震動レベル
を比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。また，代表ケース同士についても同
様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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１．検討概要（６／９）

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

（尻別川断層による地震）

断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース①）

断層の傾斜角 破壊開始点１
断層の傾斜角 破壊開始点２
断層の傾斜角 破壊開始点３

Yes
（１ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(３ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ａ）

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（９ケース）

２分類

応力降下量 破壊開始点３（代表ケース②）
応力降下量 破壊開始点４（代表ケース③）

基本震源モデル 破壊開始点２
基本震源モデル 破壊開始点４
応力降下量 破壊開始点２

Yes
（２ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※４の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(３ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ｂ）

※４：着目する周期帯
ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

※３：着目する周期帯
ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

○異なる分類における代表ケース①と代表ケース②および③を比較した結果，代表ケース①の地震動レベルが着目する周期帯（ＵＤ方向の長周期
側）を含む３方向の長周期側で大きく，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡していることから，「断層の傾斜角 破壊開始点４」
（代表ケース①）を基準地震動として設定する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

１．検討概要（７／９）

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース①）
断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース②）
破壊伝播速度 破壊開始点１（代表ケース③）
破壊伝播速度 破壊開始点５（代表ケース④）
破壊伝播速度 破壊開始点６（代表ケース⑤）

基本震源モデル 破壊開始点１
断層の傾斜角 破壊開始点２
断層の傾斜角 破壊開始点３
断層の傾斜角 破壊開始点５
断層の傾斜角 破壊開始点６
応力降下量 破壊開始点１
応力降下量 破壊開始点３
応力降下量 破壊開始点５
破壊伝播速度 破壊開始点３
破壊伝播速度 破壊開始点４

Yes
（５ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(１０ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（１５ケース）

１分類
※３：着目する周期帯
ＮＳ方向，ＥＷ方向，ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

○代表ケース①～⑤は，同一の分類における代表ケースであることから，全ての代表ケースを基準地震動として設定する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

１．検討概要（８／９）

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

（積丹半島北西沖の断層による地震）

走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース①）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２（代表ケース②）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点３（代表ケース③）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース④）
走向２０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース⑤）
走向２０°ケース 応力降下量 破壊開始点２（代表ケース⑥）

走向０°ケース 応力降下量 破壊開始点１
走向０°ケース 応力降下量 破壊開始点３
走向２０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２
走向２０°ケース 応力降下量 破壊開始点１

Yes
（６ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(４ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ａ）

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（１５ケース）

２分類

走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース⑦）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２（代表ケース⑧）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点３（代表ケース⑨）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース⑩）
走向４０°ケース 応力降下量 破壊開始点２（代表ケース⑪）

Yes
（５ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※４の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(0ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ｂ）

※４：着目する周期帯
ＥＷ方向：短周期（0.1秒～0.4秒）
ＵＤ方向：長周期（１秒～３秒）

※３：着目する周期帯
ＮＳ方向，ＥＷ方向：短周期（0.1秒～0.4秒）

○異なる分類における代表ケース①～⑥と⑦～⑪を比較した結果，全ての代表ケースで地震動レベルが着目する周期帯の３方向のいずれかの方向
で大きくなることから，代表ケース①～⑪を基準地震動として設定する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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破壊開始点２ ③で代表 ３方向で地震動レベルが大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点４ ③で代表 ３方向で地震動レベルが大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点１ ①で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点２ ①で代表 ３方向で地震動レベルが大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点３ ①で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点４ 代表ケース①

破壊開始点２ ③で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点３ 代表ケース② 代表ケース①による影響を下回るため，基準地震動として設定しない

破壊開始点４ 代表ケース③ 代表ケース①による影響を下回るため，基準地震動として設定しない

応力降下量

基準地震動Ss1を

超過するケース

代表ケースの

選定結果
備考

基本震源モデル

断層の傾斜角

3ケース 6ケース 1ケース

5ケース 10ケース 5ケース

11ケース 4ケース 11ケース

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

積丹半島北西沖の断層による地震

検討用地震 代表ケース 代表としないケース 基準地震動

尻別川断層による地震

基本震源モデル 破壊開始点１ ③で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点１ 代表ケース①

破壊開始点２ ②で代表 ３方向で地震動レベルが大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点３ ①で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点４ 代表ケース②

破壊開始点５ ④で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点６ ③で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点１ ③で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点３ ④で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点５ ④で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点１ 代表ケース③

破壊開始点３ ③で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点４ ②で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で概ね包絡

破壊開始点５ 代表ケース④

破壊開始点６ 代表ケース⑤

応力降下量

破壊伝播速度

基準地震動Ss1を

超過するケース

代表ケースの

選定結果
備考

断層の傾斜角

破壊開始点１ 代表ケース①

破壊開始点２ 代表ケース②

破壊開始点３ 代表ケース③

破壊開始点４ 代表ケース④

破壊開始点１ ②で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ１を上回る部分で包絡

破壊開始点３ ②で代表 ３方向で地震動レベルが大きくＳｓ１を上回る部分で包絡

破壊開始点２ ②で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ1を上回る部分で包絡

破壊開始点４ 代表ケース⑤

破壊開始点１ ②で代表 ３方向で地震動レベルが概ね大きくＳｓ１を上回る部分で包絡

破壊開始点２ 代表ケース⑥

破壊開始点１ 代表ケース⑦

破壊開始点２ 代表ケース⑧

破壊開始点３ 代表ケース⑨

破壊開始点４ 代表ケース⑩

応力降下量 破壊開始点2 代表ケース⑪

走向40°ケース
断層の傾斜角

備考

走向0°ケース

断層の傾斜角

応力降下量

走向20°ケース

断層の傾斜角

応力降下量

基準地震動Ss1を

超過するケース

代表ケースの

選定結果

１．検討概要（９／９）

■断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定結果概要（代表ケースの選定結果）
【尻別川断層による地震】
（９ケース⇒３ケース）

【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震】
（１５ケース⇒５ケース）

【積丹半島北西沖の断層による地震】
（１５ケース⇒１１ケース）

代表ケースの選定結果一覧

※ＦＢー２断層による地震については，全ての地震動評価結果が基準地震動Ｓｓ１に包絡されている。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

○設定した基準地震動は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（３９ケース）から，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなる地震動
（１３ケース）を選定しているとともに，検討用地震ごとに地震動レベルが大きいケースを選定していることから，施設に与える影響が大きい基準地
震動が設定できていると考えている。
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２．基準地震動の策定
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○敷地ごとに震源を特定して策定する地震動による基準地震動のうち応答スペクトルに基づく手法による基準地震動として，検討用地
震の応答スペクトルに基づく手法による地震動評価結果を上回るように基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを設定する。

応答スペクトルに基づく手法による基準地震動

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05） （h=0.05）

水平方向 鉛直方向

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１－Ｈ）

尻別川断層による地震
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震
積丹半島北西沖の断層による地震
FB-2断層による地震

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１－Ｖ）

尻別川断層による地震
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震
積丹半島北西沖の断層による地震
FB-2断層による地震

0.02 0.09 0.13 0.30 0.60 1.00 2.00 5.00

Ss1-H 速度（cm/s） 1.75 19.3 29.3 55.0 88.0 88.0 88.0 88.0

Ss1-V 速度（cm/s） 1.17 12.9 19.6 37.2 58.8 58.8 58.8 58.8

周期（s）Ss1

コントロール

ポイント

２． 基準地震動の策定

２．１ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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設計用応答スペクトル「基準地震動Ｓｓ１」の模擬地震波

○基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルに適合する模擬地震波は，一様乱数の位相をもつ正弦波の重ね合わせによって作成する。
○振幅包絡線の経時的変化については，Noda et al.（2002）に基づき，継続時間が最も長くなるように「ＦＢ－２断層による地震の不確
かさ考慮モデル（断層の傾斜角）」の諸元を参考に設定する。

設計用模擬地震波 最大加速度（Ｇａｌ）

Ｓｓ１－Ｈ ５５０

Ｓｓ１－Ｖ ３６８

設計用模擬地震波の加速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｈ）

設計用模擬地震波の加速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｖ）

 

0.1

1.0
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2次曲線
指数関数
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設計用

模擬地震波

継続時間
（ｓ）

振幅包絡線の経時的変化（ｓ）

ｔＢ ｔＣ ｔＤ

Ｓｓ１－Ｈ 121.2 14.79 43.63 121.2

Ｓｓ１－Ｖ 121.2 14.79 43.63 121.2

2.93-0.5M10=Bt

1.0-0.3M

C 10=− Btt

0.6-q)0.54log(Xe0.17M

D 10 +=− Ctt

=)E(t
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B )/( tt

1
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ln(0.1)

C
De

tt
tt C−

Btt 0

CB ttt 

DC ttt 

kmXeqM 107,2.8 =　

※検討用地震のうち，継続時間が最も長くなるＦＢ－２断層による地震の不確かさ考慮
モデル（断層の傾斜角）を参考に設定

２． 基準地震動の策定

２．１ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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設計用応答スペクトル「基準地震動Ｓｓ１」の模擬地震波

設計用模擬地震波の速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｖ）
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設計用模擬地震波の速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｈ）

２． 基準地震動の策定

２．１ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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○作成した模擬地震波は，日本電気協会（2015）に記載された以下の判定基準を満足していることを確認した。
・目標とする応答スペクトル値に対する模擬地震波の応答スペクトル値の比が0.85以上
・応答スペクトル強さの比（ＳＩ比が1.0以上）

設計用応答スペクトル「基準地震動Ｓｓ１」に対する模擬地震波の応答スペクトル値の比
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応答スペクトル比（Ｓｓ１－Ｈ） 応答スペクトル比（Ｓｓ１－Ｖ）

応答スペクトル強さの比（ＳＩ比）

( )

( )
0.1

5.2

1.0

5.2

1.0 =





dtTS

dtTS

SI

V

V

比

SI ：応答スペクトル強さ

VS ：設計用模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

VS ：目標とする設計用応答スペクトル（cm/s）

T ：固有周期（s）

応答スペクトル ＳＩ比

Ｓｓ１－Ｈ 1.00

Ｓｓ１－Ｖ 1.01

ここで，

0.85 0.85

最小値 0.93≧0.85 最小値 0.90≧0.85

２． 基準地震動の策定

２．１ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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余白



2020 ２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（選定方法の整理）■断層モデルを用いた手法による基準地震動（選定方法の整理）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

選定方法の整理
① 断層モデル評価結果（104ケース）のうち，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースが39ケースある。

② 基準地震動Ｓｓ１を上回るケースについて，地震動の諸特性（応答スペクトルの傾向，時刻歴波形の傾向，主要動の継続時間）
を確認した結果，検討用地震ごとにそれぞれ特徴があるとともに，検討用地震の中で同様の傾向にあり，特異な傾向がないこと
を確認した。

③ 検討用地震ごとに基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯があることを確認した。

Ｐ２１

Ｐ２２～Ｐ２９

Ｐ３０

【断層モデルを用いた手法による基準地震動の選定方法】
➢断層モデルを用いた手法による基準地震動は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースを対象に代表ケースを選定する。
➢基準地震動の設定にあたっては，検討用地震ごとに基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯（着目する周期帯）にお
いて，地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース全てを含む）を代表ケースとして選定し，
それらを基準地震動に設定する。

➢検討用地震ごとの代表ケースは，後段に示すフローに基づき選定する。
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○断層モデル評価結果において，施設に与える影響を考慮し，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（３９ケース）から基準地震動を設定する。
なお，ＦＢ－２断層による地震については，全ての地震動評価結果が基準地震動Ｓｓ１に包絡されている。

選定方法の整理① 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震 積丹半島北西沖の断層による地震
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 ＦＢ－２断層による地震

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○基準地震動Ｓｓ１を上回るケースについて，応答スペクトルの形状（凹凸，ピーク位置）が検討用地震ごとにそれぞれ以下に示す特徴があるととも
に，検討用地震の中で同様の傾向にあり，特異な傾向がないことを確認した。

【尻別川断層による地震】
➢尻別川断層による地震の地震動評価結果全体の傾向として，ＮＳ方向およびＥＷ方向の短周期側および長周期側，ＵＤ方向の長周期側で同
様のピークが見られる。

【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震】
➢ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の地震動評価結果全体の傾向として，ＮＳ方向およびＥＷ方向の短周期側および
長周期側，ＵＤ方向の長周期側で同様のピークが見られる。

【積丹半島北西沖の断層による地震】
➢積丹半島北西沖の断層による地震の地震動評価結果全体の傾向として，ＮＳ方向およびＥＷ方向の短周期側，ＵＤ方向の短周期側および長
周期側で同様のピークが見られる。
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選定方法の整理② 応答スペクトルの傾向

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

基準地震動Ｓｓ１ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（１５ケース）
尻別川断層による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（９ケース） 積丹半島北西沖の断層による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（１５ケース）

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間
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尻別川断層による地震
基本震源モデル

破壊開始点２

破壊開始点４

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点１

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４

1秒程度 1秒程度 1秒程度

2秒程度 2秒程度 1秒程度

4秒程度 4秒程度 8秒程度

1秒程度 3秒程度 21秒程度

3秒程度 3秒程度 9秒程度

1秒程度 1秒程度 20秒程度

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

○基準地震動Ｓｓ１を上回るケースについて，時刻歴波形の傾向（時刻歴波形の振幅形状）および主要動の継続時間※が検討用地震ご
とにそれぞれ特徴があるとともに，検討用地震の中で同様の傾向にあり，特異な傾向がないことを確認した。

■尻別川断層による地震（加速度時刻歴波形）

➢時刻歴波形の振幅形状は，同様の傾向にあり，継続時間についても特異な傾向はない。
➢なお，一部のＵＤ方向の継続時間については，主要動の先頭部分の短周期成分による最大加速度の影響により，継続時間が短く
なっているケースがあるが，全てのケースで長周期成分の波形が同程度の継続時間で含まれていることが目視により確認できること
から，特異な傾向はないと評価している。

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

※主要動の継続時間は，最大加速度値の0.5倍以上の振幅の継続時間を評価

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

尻別川断層による地震
不確かさ考慮モデル（応力降下量）

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４

2秒程度 3秒程度 1秒程度

2秒程度 2秒程度 2秒程度

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間

■尻別川断層による地震（加速度時刻歴波形）

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

➢尻別川断層による地震の地震動評価結果のうち，加速度時刻歴波形の一部のＵＤ方向の継続時間については，主要動の先頭部
分の短周期成分による最大加速度の影響により継続時間が短くなっているケースがあることから，ＵＤ方向の速度波形の主要動の
継続時間※も確認した。

➢速度波形の継続時間についても特異な傾向はない。

■尻別川断層による地震（速度時刻歴波形）
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※主要動の継続時間は，最大速度値の0.5倍以上の振幅の継続時間を評価

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲
～岩内堆南方背斜による地震
基本震源モデル

破壊開始点１

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点１

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４

破壊開始点５

破壊開始点６

12秒程度 11秒程度 26秒程度

11秒程度 11秒程度 26秒程度

31秒程度 16秒程度 18秒程度

19秒程度 12秒程度 24秒程度

11秒程度 19秒程度 20秒程度

34秒程度 25秒程度 29秒程度

18秒程度 17秒程度 34秒程度

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間

➢時刻歴波形の振幅形状は，同様の傾向にあり，継続時間についても特異な傾向はない。

■ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（加速度時刻歴波形）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度）
破壊開始点１

破壊開始点３

破壊開始点４

破壊開始点５

破壊開始点６

破壊開始点５

35秒程度 36秒程度 30秒程度

9秒程度 10秒程度 25秒程度

9秒程度 12秒程度 8秒程度

18秒程度 18秒程度 19秒程度

26秒程度 30秒程度 27秒程度

11秒程度 10秒程度 18秒程度
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ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲
～岩内堆南方背斜による地震
不確かさ考慮モデル（応力降下量）

破壊開始点１

破壊開始点３

12秒程度 11秒程度 26秒程度

10秒程度 18秒程度 11秒程度

選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

■ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（加速度時刻歴波形）

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間
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積丹半島北西沖の断層による地震
走向０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点１

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点１

破壊開始点３

8秒程度 8秒程度 8秒程度

4秒程度 6秒程度 4秒程度

8秒程度 8秒程度 9秒程度

5秒程度 8秒程度 8秒程度

4秒程度 6秒程度 4秒程度

6秒程度 5秒程度 6秒程度

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

➢時刻歴波形の振幅形状は，同様の傾向にあり，継続時間についても特異な傾向はない。

■積丹半島北西沖の断層による地震（加速度時刻歴波形）
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不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点２

5秒程度 4秒程度 4秒程度

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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■積丹半島北西沖の断層による地震（加速度時刻歴波形）
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積丹半島北西沖の断層による地震
走向２０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点４

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点１

6秒程度 6秒程度 5秒程度

4秒程度 5秒程度 4秒程度
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破壊開始点２

走向４０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点１

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点２

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

3秒程度 3秒程度 4秒程度

4秒程度 4秒程度 4秒程度

2秒程度 3秒程度 4秒程度

5秒程度 6秒程度 6秒程度

4秒程度 3秒程度 4秒程度

2秒程度 3秒程度 3秒程度

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

選定方法の整理② 時刻歴波形の傾向および主要動の継続時間

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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選定方法の整理③ 検討用地震ごとの着目する周期帯

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

基準地震動Ｓｓ１ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
尻別川断層による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（９ケース） 積丹半島北西沖の断層による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（１５ケース）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）（１５ケース）

○検討用地震ごとに下記に示す基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯があることを確認した。
○施設に与える影響の観点から，これを着目する周期帯とする。

【尻別川断層による地震】
➢基準地震動Ｓｓ１に対してＵＤ方向の長周期側の地震動レベルが大きく，ＵＤ方向の周期１秒～５秒程度で基準地震動Ｓｓ１を上回る。
【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震】
➢基準地震動Ｓｓ１に対してＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側の地震動レベルが大きく，ＮＳ方向およびＥＷ方向の周期２秒～５秒程
度ならびにＵＤ方向の周期１秒～５秒程度で基準地震動Ｓｓ１を上回る。

【積丹半島北西沖の断層による地震】
➢基準地震動Ｓｓ１に対してＮＳ方向およびＥＷ方向の短周期側ならびにＵＤ方向の長周期側の地震動レベルが大きく，ＮＳ方向およびＥＷ方向の
周期0.1秒～0.4秒程度ならびにＵＤ方向の周期１秒～３秒程度で基準地震動Ｓｓ１を上回る。

○なお，後段で基準地震動として設定する標準応答スペクトルを考慮した地震動は，短周期側の地震動レベルが大きい積丹半島北西沖の断層によ
る地震よりも地震動レベルが概ね大きくなっている。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)



3131 ２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．1 断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケース選定フロー）

【代表ケースの選定】
○前頁までの選定方法の整理結果より，断層モデルを用いた手法による基準地震動は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから検討用地震ごとに代表
ケースを選定し，それらを基準地震動として設定する。

○代表ケースの選定にあたっては，応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様となるケースの中から，着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対し
て地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動レベルが大きいケースを選定する。

○なお，代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定され
ていることを確認する。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

【断層モデルを用いた手法による基準地震動の選定】
➢断層モデルを用いた手法による基準地震動は，着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動
レベルが大きいケースを代表ケースとして選定することから，施設に与える影響が大きいケースが選定される。

➢また，選定した代表ケースを代表ケースとして選定しないケースと比較し，代表ケースの地震動レベルが着目する周期帯の３方向で大きくなって
いることを確認することで，水平方向および鉛直方向の同時入力評価が必要となる施設に対して，影響が大きいケースが基準地震動として漏れ
なく選定される。

Yes

分類したケースの中で
着目する周期帯の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No 代表ケースとして
選定しない

ＳＴＥＰ２

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周期帯）で地震動レベ
ルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース全てを含む）
が施設に与える影響が大きいと判断し，それらを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方向の地震動レベル
を比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。また，代表ケース同士についても同
様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。



3232 ２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

（尻別川断層による地震）

断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース①）

断層の傾斜角 破壊開始点１
断層の傾斜角 破壊開始点２
断層の傾斜角 破壊開始点３

Yes
（１ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(３ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ａ）

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（９ケース）

２分類

応力降下量 破壊開始点３（代表ケース②）
応力降下量 破壊開始点４（代表ケース③）

基本震源モデル 破壊開始点２
基本震源モデル 破壊開始点４
応力降下量 破壊開始点２

Yes
（２ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※４の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(３ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ｂ）

※４：着目する周期帯
ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

※３：着目する周期帯
ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

○異なる分類における代表ケース①と代表ケース②および③を比較した結果，代表ケース①の地震動レベルが着目する周期帯（ＵＤ方向の長周期
側）を含む３方向の長周期側で大きく，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡していることから，「断層の傾斜角 破壊開始点４」
（代表ケース①）を基準地震動として設定する。



3333

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10
0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10
0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＮＳ方向

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＥＷ方向

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＵＤ方向

○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（９ケース）から基準地震動を設定する。

尻別川断層による地震

基準地震動Ｓｓ１
基本震源モデル，破壊開始点２ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２
基本震源モデル，破壊開始点４ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点３
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○代表ケースの選定にあたって，尻別川断層による地震の断層モデル評価結果のうち基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（９ケース）につ
いて，応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様と考えられる２つに分類する。

○長周期側の地震動レベルが大きいものを分類Ａ，長周期側の地震動レベルがやや小さめであるものの，短周期側の地震動レベルがや
や大きいものを分類Ｂとしている。

○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果は，ＵＤ方向の長周期側の地震動レベルが大きい特徴を持つことから，ＵＤ方向の長周
期側（周期１秒～５秒）に着目し，尻別川断層による地震の代表ケースを選定する。

尻別川断層による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ１）
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ＵＤ方向

着目する周期帯

基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（分類Ａ ４ケース）
尻別川断層による地震（分類Ｂ ５ケース）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（９ケース）を応答スペクトルの形状が３方
向の全周期帯で同様のケースごとに分類したグループから，着目する周期帯であるＵＤ方向の長周期側（周期１秒～５秒）の地震動レ
ベルが大きい地震動を代表ケースとして選定する。

○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果における分類Ａのうち「断層の傾斜角，破壊開始点４」がＵＤ方向の長周期側において，
基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなることから，尻別川断層による地震の代表ケース①として選定する。

尻別川断層による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ２）

着目する周期帯

基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース①）
尻別川断層による地震（分類Ａ）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点１」と「断層の傾斜角，破壊開始点４」（代表ケース①）を比較すると，代表ケース①の地震動レベルが着
目する周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡し
ている。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点１」は代表ケースとして選定しない。

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース①）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点１

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
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■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形の振幅形状は，同様となっている。
○加速度時刻歴波形のうち，ＵＤ方向の継続時間については，主要動の先頭部分の短周期成分による最大加速度の影響により，「断
層の傾斜角，破壊開始点１」の継続時間が短くなっているものの，長周期成分の波形が同程度の継続時間で含まれていることが目視
により確認できる。

○また，ＵＤ方向の速度波形の継続時間についても「断層の傾斜角，破壊開始点１」が短くなっているものの，長周期成分の波形が同程
度の継続時間で含まれていることが目視により確認できる。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点２」と「断層の傾斜角，破壊開始点４」（代表ケース①）を比較すると，代表ケース①の地震動レベルが着
目する周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡してい
る。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点２」は代表ケースとして選定しない。

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース①）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
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■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形およびＵＤ方向の速度波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点３」と「断層の傾斜角，破壊開始点４」（代表ケース①）を比較すると，代表ケース①の地震動レベルが着
目する周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡し
ている。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点３」は代表ケースとして選定しない。

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース①）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
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■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形の振幅形状は，同様となっている。
○加速度時刻歴波形のうち，ＵＤ方向の継続時間については，主要動の先頭部分の短周期成分による最大加速度の影響により，「断
層の傾斜角，破壊開始点３」の継続時間が短くなっているものの，長周期成分の波形が同程度の継続時間で含まれていることが目視
により確認できる。

○また，ＵＤ方向の速度波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果における分類Ｂのうち「応力降下量，破壊開始点３」および「応力降下量，破壊開始点
４」がＵＤ方向の長周期側において，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなることから，尻別川断層による地震
の代表ケース②および③として選定する。

尻別川断層による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ２）

着目する周期帯

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点３） （代表ケース②）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４） （代表ケース③）
尻別川断層による地震（分類Ｂ）
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○「基本震源モデル，破壊開始点２」と「応力降下量，破壊開始点４」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着
目する周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡してい
る。

○以上を踏まえ，「基本震源モデル，破壊開始点２」は代表ケースとして選定しない。

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（基本震源モデル，破壊開始点２）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４） （代表ケース③）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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破壊開始点４

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

基本震源モデル
破壊開始点２

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

基本震源モデル
破壊開始点２

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点４

Time(s)
ＵＤ方向

■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形およびＵＤ方向の速度波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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○「基本震源モデル，破壊開始点４」と「応力降下量，破壊開始点４」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着
目する周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡してい
る。

○以上を踏まえ，「基本震源モデル，破壊開始点４」は代表ケースとして選定しない。

基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（基本震源モデル，破壊開始点４）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４） （代表ケース③）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

基本震源モデル
破壊開始点４

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点４

Time(s)
ＵＤ方向

■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形およびＵＤ方向の速度波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○「応力降下量，破壊開始点２」と「応力降下量，破壊開始点４」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着目す
る周期帯（ＵＤ方向の長周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡してい
る。

○以上を踏まえ，「応力降下量，破壊開始点２」は代表ケースとして選定しない。

尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震
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基準地震動Ｓｓ１
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２）
尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４） （代表ケース③）

※代表ケースを赤枠で示す。

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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尻別川断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点２

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点４

Time(s)
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■加速度時刻歴波形

■速度時刻歴波形

○加速度時刻歴波形およびＵＤ方向の速度波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○尻別川断層による地震の断層モデル評価結果のうち，基準地震動Ｓｓ１を上回る９ケースから「断層の傾斜角，破壊開始点４」，「応
力降下量，破壊開始点３」および「応力降下量，破壊開始点４」を代表ケースとして選定した。

○異なる分類における「断層の傾斜角 破壊開始点４」（代表ケース①）と「応力降下量，破壊開始点３」（代表ケース②）および「応力降
下量，破壊開始点４」（代表ケース③）について，着目する周期帯の３方向の地震動レベルを比較した結果，着目する周期帯（ＵＤ方向
の長周期側）を含む３方向の長周期側で代表ケース①の地震動レベルが大きく，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について包絡し
ていることから，「断層の傾斜角 破壊開始点４」（代表ケース①）を基準地震動として設定する。

○基準地震動として設定した「断層の傾斜角 破壊開始点４」については，着目する周期帯の地震動レベルが大きく，他ケースを上回る
ケースが選定されていることから，施設に与える影響が大きいケースが選定されていると考えている。

尻別川断層による地震

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．２ 尻別川断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

基準地震動Ｓｓ１ 尻別川断層による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点３ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４
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■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース①）
断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース②）
破壊伝播速度 破壊開始点１（代表ケース③）
破壊伝播速度 破壊開始点５（代表ケース④）
破壊伝播速度 破壊開始点６（代表ケース⑤）

基本震源モデル 破壊開始点１
断層の傾斜角 破壊開始点２
断層の傾斜角 破壊開始点３
断層の傾斜角 破壊開始点５
断層の傾斜角 破壊開始点６
応力降下量 破壊開始点１
応力降下量 破壊開始点３
応力降下量 破壊開始点５
破壊伝播速度 破壊開始点３
破壊伝播速度 破壊開始点４

Yes
（５ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(１０ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（１５ケース）

１分類
※３：着目する周期帯
ＮＳ方向，ＥＷ方向，ＵＤ方向：長周期（１秒～５秒）

○代表ケース①～⑤は，同一の分類における代表ケースであることから，全ての代表ケースを基準地震動として設定する。
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○ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（１５
ケース）から基準地震動を設定する。

○代表ケースの選定にあたって，施設に与える影響が大きいケースを選定するため，応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様
のケースごとに分類するが，ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震については，全てのケースが応答スペクトル
の形状が３方向の全周期帯で同様と考えられることから，分類せずに代表ケースを選定する。

○ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の断層モデル評価結果は，ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期
側の地震動レベルが大きい特徴を持つことから，ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側（周期１秒～５秒）に着目し，ＦＳ－１０
断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の代表ケースを選定する。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ１）

着目する周期帯 着目する周期帯 着目する周期帯

基準地震動Ｓｓ１ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点３
基本震源モデル，破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点３ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点４
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点５ 不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点５ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２ 不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点６ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（１５ケース）から，
着目する周期帯であるＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側（周期１秒～５秒）の地震動レベルが大きい地震動を代表ケースとして選定す
る。

○ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の断層モデル評価結果のうち，ＮＳ方向の「断層の傾斜角，破壊開始点１」および
「破壊伝播速度，破壊開始点１，５，６」，ＥＷ方向の「断層の傾斜角，破壊開始点４」および「破壊伝播速度，破壊開始点５」，ＵＤ方向の「断層の
傾斜角，破壊開始点１，４」および「破壊伝播速度，破壊開始点１」は，長周期側において，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクト
ルとなることから，「断層の傾斜角，破壊開始点１，４」および「破壊伝播速度，破壊開始点１，５，６」をＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南
方背斜による地震の代表ケースとして選定する。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ２）

着目する周期帯 着目する周期帯 着目する周期帯

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

基準地震動Ｓｓ１ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１ （代表ケース①） 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１ （代表ケース③） 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６ （代表ケース⑤）
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４ （代表ケース②） 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５ （代表ケース④）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点３」と「断層の傾斜角，破壊開始点１」（代表ケース①）を比較すると，代表ケース①の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について
は包絡している。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点３」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） （代表ケース①）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点１

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点２」と「断層の傾斜角，破壊開始点４」（代表ケース②）を比較すると，代表ケース②の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包
絡している。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点２」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース②）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点２

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「破壊伝播速度，破壊開始点４」と「断層の傾斜角，破壊開始点４」（代表ケース②）を比較すると，代表ケース②の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について
は概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「破壊伝播速度，破壊開始点４」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース②）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点４）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点４

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「基本震源モデル，破壊開始点１」と「破壊伝播速度，破壊開始点１」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが
着目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分につい
ては概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「基本震源モデル，破壊開始点１」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

基本震源モデル
破壊開始点１

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基本震源モデル，破壊開始点１）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１） （代表ケース③）

※代表ケースを赤枠で示す。
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○「断層の傾斜角，破壊開始点６」と「破壊伝播速度，破壊開始点１」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について
は概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点６」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点６）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１） （代表ケース③）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）
破壊開始点６

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「応力降下量，破壊開始点１」と「破壊伝播速度，破壊開始点１」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着目
する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については
概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「応力降下量，破壊開始点１」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点１）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１） （代表ケース③）

※代表ケースを赤枠で示す。
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○「破壊伝播速度，破壊開始点３」と「破壊伝播速度，破壊開始点１」（代表ケース③）を比較すると，代表ケース③の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について
は包絡している。

○以上を踏まえ，「破壊伝播速度，破壊開始点３」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１） （代表ケース③）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点３）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度）
破壊開始点１

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「断層の傾斜角，破壊開始点５」と「破壊伝播速度，破壊開始点５」（代表ケース④）を比較すると，代表ケース④の地震動レベルが着
目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分について
は包絡している。

○以上を踏まえ，「断層の傾斜角，破壊開始点５」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点５）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５） （代表ケース④）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「応力降下量，破壊開始点３」と「破壊伝播速度，破壊開始点５」（代表ケース④）を比較すると，代表ケース④の地震動レベルが着目
する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については
概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「応力降下量，破壊開始点３」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，若干異なっており，継続時間については代表ケース④の方が長くなっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点３）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５） （代表ケース④）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点３

不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度）
破壊開始点５

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「応力降下量，破壊開始点５」と「破壊伝播速度，破壊開始点５」（代表ケース④）を比較すると，代表ケース④の地震動レベルが着目
する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周期側）で概ね大きくなっており，かつ，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については
概ね包絡している。

○以上を踏まえ，「応力降下量，破壊開始点５」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，若干異なっており，継続時間は同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点５）
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５） （代表ケース④）

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（代表ケースの確認）

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点５

不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度）
破壊開始点５

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

※代表ケースを赤枠で示す。

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震の断層モデル評価結果のうち，基準地震動Ｓｓ１を上回る１５ケースから
代表ケースとして選定した以下の５ケースは，同一の分類における代表ケースであることから，全ての代表ケースを基準地震動として
設定する。

○基準地震動として設定した５ケースについては，着目する周期帯の地震動レベルが大きく，他ケースを上回るケースが選定されている
ことから，施設に与える影響が大きいケースが選定されていると考えている。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

基準地震動Ｓｓ１ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基準地震動Ｓｓ１を上回るケース）
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４ 不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震

■断層モデルを用いた手法による基準地震動（代表ケースの選定結果）

（積丹半島北西沖の断層による地震）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)

※１：着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大きい方向および周
期帯）で地震動レベルが大きいケース（基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応
答スペクトルとなるケース全てを含む）が施設に与える影響が大きいと判断し，それ
らを代表ケースとして選定する。

※２：代表ケースと代表ケースとして選定しないケースについて，着目する周期帯の３方
向の地震動レベルを比較し，代表ケースが適切に選定されていることを確認する。
また，代表ケース同士についても同様の比較を実施し，代表ケースが適切に選定
されていることを確認する。

走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース①）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２（代表ケース②）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点３（代表ケース③）
走向０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース④）
走向２０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース⑤）
走向２０°ケース 応力降下量 破壊開始点２（代表ケース⑥）

走向０°ケース 応力降下量 破壊開始点１
走向０°ケース 応力降下量 破壊開始点３
走向２０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２
走向２０°ケース 応力降下量 破壊開始点１

Yes
（６ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※３の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(４ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ａ）

応答スペクトルの形状が３方向の全周
期帯で同様となるケースに分類する

ＳＴＥＰ１

検討用地震ごとの
基準地震動Ｓｓ1を上回るケース

（１５ケース）

２分類

走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点１（代表ケース⑦）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点２（代表ケース⑧）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点３（代表ケース⑨）
走向４０°ケース 断層の傾斜角 破壊開始点４（代表ケース⑩）
走向４０°ケース 応力降下量 破壊開始点２（代表ケース⑪）

Yes
（５ケース）

分類したケースの中で
着目する周期帯※４の地震動

レベルが大きい※１

代表ケースとして選定※２

No
(0ケース) 代表ケースとして

選定しない

ＳＴＥＰ２
（分類Ｂ）

※４：着目する周期帯
ＥＷ方向：短周期（0.1秒～0.4秒）
ＵＤ方向：長周期（１秒～３秒）

※３：着目する周期帯
ＮＳ方向，ＥＷ方向：短周期（0.1秒～0.4秒）

○異なる分類における代表ケース①～⑥と⑦～⑪を比較した結果，全ての代表ケースで地震動レベルが着目する周期帯の３方向のいずれかの方向
で大きくなることから，代表ケース①～⑪を基準地震動として設定する。
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○積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（１５ケース）から基準地震動を設定する。
○代表ケースの選定にあたって，積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果のうち基準地震動Ｓｓ１を上回る（１５ケース）について，
応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様と考えられる走向０°ケースおよび走向２０°ケース（分類Ａ）と走向４０°ケース（分類Ｂ）の２
つに分類する。

○積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果のうち，走向０°ケースおよび走向２０°ケース（分類Ａ）は，ＮＳ方向およびＥＷ方向の
短周期側の地震動レベルが大きい特徴を持つことから，ＮＳ方向およびＥＷ方向の短周期側（周期0.1秒～0.4秒）に着目し，代表ケースを選定す
る。また，走向４０°ケース（分類Ｂ）については，ＥＷ方向の短周期側およびＵＤ方向の長周期側の地震動レベルが大きい特徴を持つことから，Ｅ
Ｗ方向の短周期側（周期0.1秒～0.4秒）およびＵＤ方向の長周期側（周期１秒～３秒）に着目し，代表ケースを選定する。

積丹半島北西沖の断層による地震（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ１）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＮＳ方向

周 期 （s）

速
度

（
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/
s）

（h=0.05）

ＥＷ方向

周 期 （s）
速

度
（
c
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/
s）

（h=0.05）

ＵＤ方向

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震

積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（６ケース） 積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース（５ケース）
積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース（４ケース）

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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○積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（１５ケース）を応答スペクトルの形状が３方
向の全周期帯で同様のケースごとに分類した「走向０°ケースおよび２０°ケース」（１０ケース）から，着目する周期帯であるＮＳ方向およびＥＷ方
向の短周期側（周期0.1秒～0.4秒）の地震動レベルが大きい地震動を代表ケースとして選定する。

○「走向０°ケースおよび２０°ケース」の断層モデル評価結果のうち，ＮＳ方向の「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点１～４）」および「走
向２０°ケース（応力降下量，破壊開始点２）」，ＥＷ方向の「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２～４）」および「走向２０°ケース（断層
の傾斜角，破壊開始点４）」は，短周期側において基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなることから，「走向０°ケース（断層
の傾斜角，破壊開始点１～４）」，「走向２０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点４）」および「走向２０°ケース（応力降下量，破壊開始点２）」を
積丹半島北西沖の断層による地震（走向０°ケースおよび２０°ケース）の代表ケース①～⑥として選定する。

積丹半島北西沖の断層による（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ２）

着目する周期帯着目する周期帯

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震

基準地震動Ｓｓ１ 基準地震動Ｓｓ１を上回るケース
走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点１） （代表ケース①） 走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点３） （代表ケース③） 走向２０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点４） （代表ケース⑤）
走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２） （代表ケース②） 走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点４） （代表ケース④） 走向２０°ケース（応力降下量，破壊開始点２） （代表ケース⑥）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「走向０°ケース（応力降下量，破壊開始点１）」と「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」（代表ケース②）を比較すると，
代表ケース②の地震動レベルが着目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向の短周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，基準
地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡している。

○以上を踏まえ，「走向０°ケース（応力降下量，破壊開始点１）」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２） （代表ケース②）
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点１）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

走向０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点２

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点１

※代表ケースを赤枠で示す。

積丹半島北西沖の断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「走向０°ケース（応力降下量，破壊開始点３）」と「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」（代表ケース②）を比較すると，
代表ケース②の地震動レベルが着目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向の短周期側）を含めた３方向で大きくなっており，かつ，基準地震
動Ｓｓ１を上回る部分については包絡している。

○以上を踏まえ，「走向０°ケース（応力降下量，破壊開始点２）」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２） （代表ケース②）
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点３）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

走向０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点２

不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点３

※代表ケースを赤枠で示す。

積丹半島北西沖の断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「走向２０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」と「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」（代表ケース②）を比較する
と，代表ケース②の地震動レベルが着目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向の短周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，
基準地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡している。

○以上を踏まえ，「走向２０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２） （代表ケース②）
積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

走向０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点２

走向２０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点２

※代表ケースを赤枠で示す。

積丹半島北西沖の断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○「走向２０°ケース（応力降下量，破壊開始点１）」と「走向０°ケース（断層の傾斜角，破壊開始点２）」（代表ケース②）を比較すると，
代表ケース②の地震動レベルが着目する周期帯（ＮＳ方向，ＥＷ方向の短周期側）を含めた３方向で概ね大きくなっており，かつ，基準
地震動Ｓｓ１を上回る部分については包絡している。

○以上を踏まえ，「走向２０°ケース（応力降下量，破壊開始点１）」は代表ケースとして選定しない。
○なお，時刻歴波形の振幅形状は，同様となっており，継続時間についても同程度となっている。

基準地震動Ｓｓ１
積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２） （代表ケース②）
積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点１）

Time(s) Time(s) Time(s)
ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

走向０°ケース
不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角）

破壊開始点２

走向２０°ケース
不確かさ考慮モデル（応力降下量）

破壊開始点１

※代表ケースを赤枠で示す。

積丹半島北西沖の断層による地震（代表ケースの確認）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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積丹半島北西沖の断層による（代表ケースの選定 ＳＴＥＰ２）

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震

○積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（１５ケース）を応答スペクトルの形状が３方向の全
周期帯で同様のケースごとに分類した「走向４０°ケース」（５ケース）から，着目する周期帯であるＥＷ方向の短周期側（周期0.1秒～0.4秒）およびＵＤ方
向の長周期側（１秒～３秒）の地震動レベルが大きい地震動を代表ケースとして選定する。

○「走向４０°ケース」の断層モデル評価結果のうち，「断層の傾斜角，破壊開始点１」および「応力降下量，破壊開始点２」は，ＥＷ方向の短周期側，「断層
の傾斜角，破壊開始点３」は，ＵＤ方向の長周期側において，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなることから，積丹半島北西沖の
断層による地震の代表ケースとして選定する。

○また，「断層の傾斜角，破壊開始点２」および「断層の傾斜角，破壊開始点４」は，ＵＤ方向の長周期側で基準地震動Ｓｓ１を上回っている。これらのケース
と代表ケースとして選定した「断層の傾斜角，破壊開始点３」（代表ケース⑨）と比較すると，基準地震動Ｓｓ１を上回る部分では代表ケース⑨が包絡する
ものの，ＮＳ方向およびＥＷ方向の長周期側において傾向が若干異なり，地震動レベルが代表ケースよりも大きくなっていることから，「断層の傾斜角，破
壊開始点２」および「断層の傾斜角，破壊開始点４」についても代表ケースとして選定する。

着目する周期帯 着目する周期帯

基準地震動Ｓｓ１
走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） （代表ケース⑦） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） （代表ケース⑩）
走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２） （代表ケース⑧） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２） （代表ケース⑪）
走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３） （代表ケース⑨）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○積丹半島北西沖の断層による地震の断層モデル評価結果のうち，基準地震動Ｓｓ１を上回る１５ケースから代表ケースとして以下の１
１ケースを選定した。

○異なる分類における代表ケース①～⑥と分類⑦～⑪について，着目する周期帯の３方向の地震動レベルを比較した結果，全ての代
表ケースで地震動レベルが着目する周期帯の３方向のいずれかの方向で大きくなることから，代表ケース①～⑪を基準地震動として
設定する。

○基準地震動として設定した１１ケースについては，着目する周期帯の地震動レベルが大きく，他ケースを上回るケースが選定されてい
ることから，施設に与える影響が大きいケースが選定されていると考えている。

積丹半島北西沖の断層による地震

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．４ 積丹半島北西沖の断層による地震

基準地震動Ｓｓ１ 基準地震動Ｓｓ１を上回るケース
走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） 走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３）
走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２） 走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２）
走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○断層モデル評価結果において，基準地震動Ｓｓ１を上回るケース（３９ケース）のうち，地震動の諸特性を踏まえたうえで，検討用地震ごとに代表
ケースを選定し，以下の１７ケースを断層モデルを用いた手法による基準地震動（Ｓｓ２－１～Ｓｓ２－１７）として設定する。

○設定した基準地震動Ｓｓ２－１～Ｓｓ２－１７は，基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルと
なる地震動（１３ケース）を選定しているとともに，検討用地震ごとに地震動レベルが大きいケースを選定していることから，施設に与える影響が大
きい基準地震動が設定できていると考えている。

断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ
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基準地震動Ｓｓ１ 基準地震動Ｓｓ１を上回るケース
基準地震動Ｓｓ２－１ 尻別川断層（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１０ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１１ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１２ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１３ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ２－５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点５） 基準地震動Ｓｓ２－１４ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点６） 基準地震動Ｓｓ２－１５ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）
基準地震動Ｓｓ２－７ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１６ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－８ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２） 基準地震動Ｓｓ２－１７ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－９ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ２－４（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１）
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基準地震動Ｓｓ２－２（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１））

基準地震動Ｓｓ２－１（尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））
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「基準地震動Ｓｓ２－１～４」の加速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－３（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））
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２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ２－６（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６））

基準地震動Ｓｓ２－５（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５））

「基準地震動Ｓｓ２－５～８」の加速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－８（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２））

基準地震動Ｓｓ２－７（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ２－１０（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

基準地震動Ｓｓ２－９（積丹半島北西沖の断層による地震走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点３））

「基準地震動Ｓｓ２－９～１２」の加速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－１１（積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

基準地震動Ｓｓ２－１２（積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース （不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点２））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ２－１４（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２））

基準地震動Ｓｓ２－１３（積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１））

「基準地震動Ｓｓ２－１３～１６」の加速度時刻歴波形

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ

基準地震動Ｓｓ２－１５（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点３））

基準地震動Ｓｓ２－１６（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ２－１７（積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点２））

「基準地震動Ｓｓ２－１７」の加速度時刻歴波形

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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「基準地震動Ｓｓ２－１～４」の速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－２（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１））

基準地震動Ｓｓ２－１（尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））

基準地震動Ｓｓ２－４（（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１））

基準地震動Ｓｓ２－３（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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「基準地震動Ｓｓ２－５～８」の速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－６（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６））

基準地震動Ｓｓ２－５（ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５））

基準地震動Ｓｓ２－８（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２））

基準地震動Ｓｓ２－７（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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「基準地震動Ｓｓ２－９～１２」の速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－１０（積丹半島北西沖の断層による地震 走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

基準地震動Ｓｓ２－９（積丹半島北西沖の断層による地震走向０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点３））

基準地震動Ｓｓ２－１１（積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

基準地震動Ｓｓ２－１２（積丹半島北西沖の断層による地震 走向２０°ケース （不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点２））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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「基準地震動Ｓｓ２－１３～１６」の速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－１４（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点２））

基準地震動Ｓｓ２－１３（積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１））

基準地震動Ｓｓ２－１５（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点３））

基準地震動Ｓｓ２－１６（積丹半島北西沖の断層による地震 走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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－ＵＤ方向 Ｍａｘ＝８cm/s－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝１１cm/s －ＥＷ方向 Ｍａｘ＝１７cm/s

「基準地震動Ｓｓ２－１７」の速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ２－１７（積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース （不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点２））

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○第1117回審査会合（2023年2月24日）にて基準地震動として設定した地震動（１４ケース）のうち，第1084回審査会合（2022年1
0月21日）における基準地震動の候補に該当しない５ケースの取扱いは，以下の通り。

【参考】第1117回審査会合（2023年2月24日）にて説明した基準地震動の取扱いについて

２．２ 断層モデルを用いた手法による基準地震動

２．２．５ 断層モデルを用いた手法による基準地震動 まとめ

対象 取扱い

尻別川断層による地震
不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点４

尻別川断層による地震における代表ケースとして選定しているも
のの，異なる分類における代表ケースよりも施設に与える影響が
小さいと判断し基準地震動として設定しない。

ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜
による地震
不確かさ考慮モデル（応力降下量）
破壊開始点１

着目する周期帯であるＮＳ方向，ＥＷ方向およびＵＤ方向の長周
期側において，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペ
クトルとならないことから，選定した代表ケースよりも施設に与える
影響が小さいと判断し代表ケースとして選定しない。

積丹半島北西沖の断層による地震
走向４０°ケース
不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角）
破壊開始点２

着目する周期帯であるＵＤ方向の長周期側において，基準地震動
Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとならないものの，ＮＳ
方向，ＥＷ方向の長周期側において，代表ケースと傾向が若干異
なり地震動レベルも代表ケースよりも大きく，施設に影響を与える
可能性が否定できないことから，代表ケースとして選定し，基準地
震動として設定する。

積丹半島北西沖の断層による地震
走向４０°ケース
不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角）
破壊開始点３

応答スペクトルの形状が３方向の全周期帯で同様と考えられる走
向４０°ケース（分類Ｂ）において，基準地震動Ｓｓ１を上回る周期
で最大の応答スペクトルとなることから，代表ケースとして選定し，
基準地震動として設定する。

積丹半島北西沖の断層による地震
走向４０°ケース
不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角）
破壊開始点４

着目する周期帯であるＵＤ方向の長周期側において，基準地震動
Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとならないものの，ＮＳ
方向，ＥＷ方向の長周期側において，代表ケースと傾向が若干異
なり地震動レベルも代表ケースよりも大きく，施設に影響を与える
可能性が否定できないことから，代表ケースとして選定し，基準地
震動として設定する。

Ｐ４２
Ｐ５０

Ｐ５４
Ｐ６０

Ｐ７３
Ｐ７４

Ｐ７３
Ｐ７４

Ｐ７３
Ｐ７４
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○震源を特定せず策定する地震動として設定した地震動において，施設に与える影響を考慮し，基準地震動Ｓｓ１を上回る全てのケース
（５ケース）を基準地震動（Ｓｓ３－１～Ｓｓ３－５）として設定する。

震源を特定せず策定する地震動による基準地震動

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05） （h=0.05）

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向

基準地震動Ｓｓ１ 基準地震動Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）
基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 基準地震動Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 基準地震動Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動

２． 基準地震動の策定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動

水平方向 鉛直方向

※2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）については，鉛直方向の信頼性の高い基盤波を評価することが困難なことから，基準地震動として設定することができないと考えら
れるが，可能な限り知見を反映させることとし，水平方向のみ震源を特定せず策定する地震動による基準地震動として設定する。

再掲(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ３－１（2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］））

ダム軸方向 上下流方向 鉛直方向

－ダム軸方向 Ｍａｘ＝４５０Ｇａｌ －上下流方向 Ｍａｘ＝４９０Ｇａｌ －鉛直方向 Ｍａｘ＝３２０Ｇａｌ
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「基準地震動Ｓｓ３－１～４」の加速度時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ３－３（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東））
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－ＥＷ方向 Ｍａｘ＝５００Ｇａｌ－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝５４０Ｇａｌ

－ＵＤ方向 Ｍａｘ＝３００Ｇａｌ

Time(s) Time(s)

Time(s)

基準地震動Ｓｓ３－２（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎））

ＮＳ方向 ＥＷ方向

－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝４３０Ｇａｌ －ＥＷ方向 Ｍａｘ＝４００Ｇａｌ
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基準地震動Ｓｓ３－４（2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町））
－水平方向 Ｍａｘ＝６２０Ｇａｌ －鉛直方向 Ｍａｘ＝３２０Ｇａｌ

Time(s)
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水平方向 鉛直方向

２． 基準地震動の策定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ３－５（標準応答スペクトルを考慮した地震動）
－水平方向 Ｍａｘ＝６９３Ｇａｌ －鉛直方向 Ｍａｘ＝４９０Ｇａｌ
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「基準地震動Ｓｓ３－５」の加速度時刻歴波形
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２． 基準地震動の策定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)

水平方向
Time(s)
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基準地震動Ｓｓ３－１（2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］））

基準地震動Ｓｓ３－３（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東））

基準地震動Ｓｓ３－２（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎））

基準地震動Ｓｓ３－４（2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町））

ダム軸方向 上下流方向 鉛直方向

－ダム軸方向 Ｍａｘ＝２９ｃｍ/ｓ －上下流方向 Ｍａｘ＝６７ｃｍ/ｓ －鉛直方向 Ｍａｘ＝３４ｃｍ/ｓ
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－ＵＤ方向 Ｍａｘ＝２０ｃｍ/ｓ

Time(s) Time(s)

Time(s)

ＮＳ方向 ＥＷ方向

－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝４５ｃｍ/ｓ －ＥＷ方向 Ｍａｘ＝３８ｃｍ/ｓ
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「基準地震動Ｓｓ３－１～４」の速度時刻歴波形

２． 基準地震動の策定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ３－５（標準応答スペクトルを考慮した地震動）

「基準地震動Ｓｓ３－５」の速度時刻歴波形

水平方向 鉛直方向
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２． 基準地震動の策定

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 再掲(R4.10.21審査会合資料)
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○敷地ごとに震源を特定して策定する地震動および震源を特定せず策定する地震動の評価結果を踏まえて，基準地震動（Ｓｓ１，Ｓｓ２
－１～Ｓｓ２－１７，Ｓｓ３－１～Ｓｓ３－５）を設定した。

基準地震動の策定 まとめ

２． 基準地震動の策定

２．４ 基準地震動の策定 まとめ
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ＥＷ方向
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ＵＤ方向

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向

基準地震動Ｓｓ１
基準地震動Ｓｓ２－１ 尻別川断層（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１０ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１１ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１２ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１３ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ２－５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点５） 基準地震動Ｓｓ２－１４ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点６） 基準地震動Ｓｓ２－１５ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）
基準地震動Ｓｓ２－７ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１６ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－８ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２） 基準地震動Ｓｓ２－１７ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－９ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）

基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 基準地震動Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 基準地震動Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
基準地震動Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)



9595

0

500

1000

1500

2000

2500

0.01 0.1 1 10
0

500

1000

1500

2000

2500

0.01 0.1 1 10

基準地震動Ｓｓ１
基準地震動Ｓｓ２－１ 尻別川断層（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１０ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１１ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１２ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１３ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ２－５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点５） 基準地震動Ｓｓ２－１４ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点６） 基準地震動Ｓｓ２－１５ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）
基準地震動Ｓｓ２－７ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１６ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－８ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２） 基準地震動Ｓｓ２－１７ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－９ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）

基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 基準地震動Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 基準地震動Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
基準地震動Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）

基準地震動の策定 まとめ

周 期 （s）

加
速
度

（
G
a
l）

周 期 （s）

加
速
度

（
G
a
l）

（h=0.05） （h=0.05）

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向

２． 基準地震動の策定

２．４ 基準地震動の策定 まとめ

水平方向 鉛直方向

一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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ＮＳ方向
（ダム軸方向）

ＥＷ方向
（上下流方向）

ＵＤ方向
（鉛直方向）

Ｓｓ１ 設計用模擬地震波 368

Ｓｓ２－１ 尻別川断層（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 272 228 112

Ｓｓ２－２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） 187 129 95

Ｓｓ２－３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 170 136 87

Ｓｓ２－４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１） 154 158 91

Ｓｓ２－５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５） 153 141 92

Ｓｓ２－６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６） 173 176 92

Ｓｓ２－７ 積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） 429 291 178

Ｓｓ２－８ 積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２） 448 384 216

Ｓｓ２－９ 積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３） 371 361 152

Ｓｓ２－１０ 積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 414 353 169

Ｓｓ２－１１ 積丹半島北西沖の断層　走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 314 322 187

Ｓｓ２－１２ 積丹半島北西沖の断層　走向２０°ケース（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２） 292 227 117

Ｓｓ２－１３ 積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１） 326 292 149

Ｓｓ２－１４ 積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２） 349 307 169

Ｓｓ２－１５ 積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３） 282 305 207

Ｓｓ２－１６ 積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 267 381 181

Ｓｓ２－１７ 積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２） 232 273 119

Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 450 490 320

Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 430 400 300

Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東） 540 500 ー

Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町） 320

Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動 490

基準地震動

最大加速度（Gal）

550

620

693

基準地震動の最大加速度

２． 基準地震動の策定

２．４ 基準地震動の策定 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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ＮＳ方向
（ダム軸方向）

ＥＷ方向
（上下流方向）

ＵＤ方向
（鉛直方向）

ＮＳ方向
（ダム軸方向）

ＥＷ方向
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ＵＤ方向
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Ｓｓ 設計用模擬地震波 368 Ｓｓ１ 設計用模擬地震波 368

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１
尻別川断層
（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４） 272 228 112

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－２
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）
187 129 95

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－３
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
170 136 87

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－４
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜

（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１）
154 158 91

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－５
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜

（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５）
153 141 92

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－６
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜

（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６）
173 176 92

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－７
積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）
429 291 178

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－８
積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２）
448 384 216

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－９
積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３）
371 361 152

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１０
積丹半島北西沖の断層　走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
414 353 169

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１１
積丹半島北西沖の断層　走向２０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
314 322 187

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１２
積丹半島北西沖の断層　走向２０°ケース

（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２）
292 227 117

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１３
積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）
326 292 149

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１４
積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点２）
349 307 169

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１５
積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点３）
282 305 207

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１６
積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
267 381 181

ー ー ー ー ー Ｓｓ２－１７
積丹半島北西沖の断層　走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点２）
232 273 119

ー ー ー ー ー Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 450 490 320

ー ー ー ー ー Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 430 400 300

ー ー ー ー ー Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東） 540 500 ー

ー ー ー ー ー Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町） 320

ー ー ー ー ー Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動 490

550 550

620

693

設置変更許可申請時（H25.7） 審査結果を反映

基準地震動

最大加速度（Gal）

基準地震動

最大加速度（Gal）

設置変更許可申請時との比較

２． 基準地震動の策定

２．４ 基準地震動の策定 まとめ 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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○基準地震動Ｓｓ３－３は，鉛直方向の信頼性の高い基盤波を評価することが困難なことから，水平方向の地震動のみ設定しているものであり，鉛直
方向の地震動については，基準地震動を設定していない。

○基準地震動Ｓｓ３－３は，水平方向の地震動のみであることから，水平方向および鉛直方向の同時入力評価が必要となる基礎地盤および周辺斜面
の安定性評価並びに施設評価において，以降に示す地震動（以下，「一関東評価用地震動（鉛直方向）」という）を用いる。

一関東評価用地震動（鉛直方向）の設定
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一関東評価用地震動（鉛直方向）の設定方法

①一関東観測点のＮＳ方向及びＥＷ方向のはぎとり解析により算定した基盤地震動の応答スペクトルを平均し，平均スペクトルを作成する。
②岩手・宮城内陸地震の各地点の地震動がNoda et al.（2002)により概ね評価可能である※ことを踏まえ，Noda et al.(2002)における水平方向と鉛
直方向の応答スペクトル比を参考に，一般的な水平方向の地震動に対する鉛直方向の地震動の比2/3を考慮し，平均スペクトルを2/3倍した応答
スペクトルを作成する。［※令和4年10月21日審査会合資料にて確認（次頁以降に示す。）］

③一関東観測点における岩手・宮城内陸地震の鉛直方向地中記録の位相を用いて，設定した応答スペクトルに適合する模擬地震波を作成する。
④基準地震動Ｓｓ３－３の最大加速度は，ＮＳ方向540Gal，ＥＷ方向500Galであり，これらの2/3がそれぞれ360Gal，333Galとなることから，作成し
た模擬地震波の最大加速度を360Galとした地震動を一関東評価用地震動（鉛直方向）とする。なお，一関東評価用地震動（鉛直方向）は，次頁に
示すとおり，設定した基準地震動を一部周期帯で上回るものとなっている。

応答スペクトル図（鉛直方向）

模擬地震波の時刻歴波形

一関東評価用地震動（鉛直方向）の時刻歴波形

②
③

④

応答スペクトル図（水平方向）

①

基準地震動Ｓｓ１
一関東はぎとり波（ＮＳ方向）
一関東はぎとり波（ＥＷ方向）
平均スペクトル

基準地震動Ｓｓ１
平均スペクトル×2/3

－ Ｍａｘ＝321Ｇａｌ

－ Ｍａｘ＝360Ｇａｌ

周 期 （s）

速
度

（
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/
s）

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度
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/
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（h=0.05）

２． 基準地震動の策定

２．５ 一関東評価用地震動の設定 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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岩手・宮城内陸地震のNoda et al.（2002）適用性に関する検討

(m) (m/s) (m/s) NS EW UD (km) H V

1 AKTH04 東成瀬 100 1500 3000 1318 2449 1094 24.0 △ ×

2 AKTH06 雄勝 100 1100 2560 180 186 140 32.7 ○ ○

3 IWTH04 住田 106 2300 4000 126 159 115 48.0 ○ ○

4 IWTH20 花巻南 156 430 1720 249 240 136 34.7 ○ ○

5 IWTH24 金ヶ崎 150 540 1930 503 435 342 17.3 ○ ○

6 IWTH25 一関西 260 1810 3180 1143 1433 3866 11.1 △ △

7 IWTH26 一関東 108 680 1830 888 1056 927 17.0 ○ ×

8 MYGH02 鳴子 203 2205 5370 254 230 233 23.1 △ ○

はぎ

とり観　測　点
Xeq地表PGA(Gal)VpbVsbdep.記録

No.

※：一関西については，先の検討よりサイト特性の影響がありうる事から，本検討からは除外
※：Vs，Vpは，各地点の地中観測点深度におけるＰＳ検層結果を用いる

岩手・宮城内陸地震の観測記録について，電力共通研究ではぎとり解析を行った結果を照合し，本地震がNoda et 
al.（2002）※で評価可能か確認を行う。

ーー

※等価震源距離の算定のための震源モデルとしては，JNES（2014）シナリオ３を用いる。

２． 基準地震動の策定

２．５ 一関東評価用地震動の設定 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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岩手・宮城内陸地震のNoda et al.（2002）適用性に関する検討

AKTH04

AKTH06

IWTH04

IWTH20

IWTH24

IWTH26

MYGH02

水平方向

鉛直方向

○岩手・宮城内陸地震については，ばらつきはあ
るものの，Noda et al.（2002）で概ね評価可能。

２． 基準地震動の策定

２．５ 一関東評価用地震動の設定 再掲(R5.2.24審査会合資料)
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基準地震動Ｓｓ１
基準地震動Ｓｓ２－１ 尻別川断層（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１０ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－２ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１１ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－３ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（断層の傾斜角，破壊開始点４） 基準地震動Ｓｓ２－１２ 積丹半島北西沖の断層 走向２０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－４ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１３ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ２－５ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点５） 基準地震動Ｓｓ２－１４ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－６ ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜（破壊伝播速度，破壊開始点６） 基準地震動Ｓｓ２－１５ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）
基準地震動Ｓｓ２－７ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点１） 基準地震動Ｓｓ２－１６ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ２－８ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点２） 基準地震動Ｓｓ２－１７ 積丹半島北西沖の断層 走向４０°ケース （応力降下量，破壊開始点２）
基準地震動Ｓｓ２－９ 積丹半島北西沖の断層 走向０°ケース （断層の傾斜角，破壊開始点３）

基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］） 基準地震動Ｓｓ３－４ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 基準地震動Ｓｓ３－５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
評価用地震動 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）

【参考】一関東評価用地震動(鉛直方向)と基準地震動(鉛直方向)との比較

応答スペクトル図（鉛直方向）
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２． 基準地震動の策定

２．５ 一関東評価用地震動の設定 一部加筆修正(R5.2.24審査会合資料)
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